
為替週間展望＝ドル円は一段と上値を追う展開か

　　　　　　　　　　［４月５日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 29 日～ 4 月 2 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  109.65   110.97(31)    109.37(29)    110.45   +0.81

ユーロ・ドル  1.1797   1.1798(29)    1.1704(31)    1.1780   -0.0014

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    29,854.00     +677.30     日本10年債利回り   0.124   +0.041

ダウ平均株価    33,153.21      +80.33     米10年債利回り     1.740   +0.107

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

５日　　米３月ＩＳＭ非製造業景況指数

　　　　米２月製造業受注

６日　　日本２月勤労者世帯家計調査

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　ユーロ圏２月雇用統計

　　　　国際通貨基金（ＩＭＦ）世界経済見通し発表

７日　　日本２月景気動向指数速報値

　　　　独３月非製造業ＰＭＩ

　　　　ユーロ圏３月非製造業ＰＭＩ

　　　　英３月非製造業ＰＭＩ

　　　　米２月貿易収支

　　　　カナダ２月貿易収支

　　　　カナダ３月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事録（３月１６～１７日分）

８日　　日本２月経常収支

　　　　独２月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏２月生産者物価指数

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　パウエルＦＲＢ議長 ＩＭＦのパネル討論会参加

９日　　中国３月消費者物価指数、中国３月生産者物価指数

　　　　スイス３月雇用統計

　　　　独２月鉱工業生産指数、独２月貿易収支、独２月経常収支

　　　　米３月生産者物価指数

　　　　カナダ３月雇用統計

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は米長期金利、日米の株価、米経済指標、新型コロナウイル

スの感染再拡大の報道などに左右される展開か。ただ、大きな崩れはないとみられ、さ

らに１０９円を超えて大きく上値を伸ばす動きは見込みにくく、引き続き１０８～１０

９円台での振幅になるとした。

　　　　

【米長期金利の上昇がドル円の支援材料に】

　米長期金利の上昇傾向が続いており、米国など各国の株式市場では警戒感が広がって

いる。米１０年債利回りは３月１８日に一時１．７５％前後まで上昇した後、いったん

１．６０％前後まで低下した。ただ、その後は再び上昇に転じており、３月３０日には

一時１．７７％台まで上昇を見せた。米長期金利の上昇は特にハイテク株中心のナス

ダックには重石となっている。

株式会社 ミンカブ・ジ・インフォノイド

東京都東京都千代田区神田神保町3-29-1



　　

　米国では３月３１日にバイデン米大統領が８年間で総額２兆ドル規模となるインフラ

投資計画を発表しており、これが景気回復への期待感や米長期金利の上昇につながって

いる。１日に米国株は上昇しており、Ｓ＆Ｐ５００は節目の４０００を初めて突破し

た。

　　

　米１０年国債利回りは今年年初に０．９０％前後だったものの、そこから２倍近くの

水準まで上昇している。米国での１．９兆ドル規模の大型の新型コロナウイルス対策に

加えて、ワクチン接種が広がり、さらに２兆ドル規模のインフラ投資計画などにより、

景気回復への期待感の高まりが背景にある。ただ、長期金利の上昇ペースが速すぎるこ

とで、株価への調整圧力となっている。

　　

　米長期金利の上昇はドルの支援材料となっており、ドル円やドルインデックスは上昇

基調で推移してきた。ドル円は３月３１日には１１１円目前まで上昇するなど上値を追

う展開となった。１１１円手前では上値を抑えられて伸び悩みを見せている。

　　

　バイデン政権の掲げる２兆ドル規模のインフラ投資計画は発表されたものの、巨額な

投資の財源は法人税率の増税（２１％から２８％へ）で賄うとしている。巨額の財政出

動に伴って共和党の反対も予想され、実現へ向けてはハードルも高いと想定される。今

後は本件に関連する報道で株価やドルの動きが一喜一憂する可能性も出てきそうだ。

　　

　米長期金利の上昇に関して、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の当局者からこれをけ

ん制するような発言がほとんど出ていない。景気が回復に向かえば、長期金利が上昇す

るのは自然な流れ、と長期金利の上昇を容認する姿勢が見受けられる。このため、米長

期金利は伸び悩みを見せることはあっても、一気に低下するような事態は想定しにく

く、ドル円を支える要因となりそうだ。

　　

　ドル円は米長期金利の動向や、米経済指標や日米の株価に左右されやすい動きが継続

するとみられる。ドル円は上昇が続いてきたことで、テクニカル面での過熱感も台頭し

つつあるが、米長期金利の先高観などを背景に底堅く推移して、一段と上値を追う可能

性が高いとみられる。１１１円を突破して、さらに上値を試す展開か。ドル円の目先の

予想レンジは、１０９．００～１１２．２５円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、５日に米３月ＩＳＭ非製造業景況指数、

米２月製造業受注、６日に日本２月勤労者世帯家計調査、７日に日本２月景気動向指数

速報値、米２月貿易収支、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事録（３月１６～１７

日分）、８日に日本２月経常収支、米新規失業保険申請件数、９日に米３月生産者物価

指数などがある。

　　

【ユーロドルは下落基調が継続か】

　ユーロドルは下落基調で推移している。米長期金利の上昇のため、対ユーロでドルが

買われていることに加えて、欧州では米国と比べてワクチン接種の遅れが指摘されてお

り、これがユーロドルの売り圧力の一因となっている。

　　

　欧州では新型コロナウイルスの感染再拡大が続いており、フランスではパリなどで

行っていたロックダウン（都市封鎖）を３日より全国に拡大すると発表した。ドイツや

イタリアでも感染者数は拡大傾向にある。こうした点から、ユーロドルは一時的に戻し

ても下落基調に変化はないとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１５５０

～１．１８５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、６日に豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、ユーロ

圏２月雇用統計、７日に独３月非製造業ＰＭＩ、ユーロ圏３月非製造業ＰＭＩ、英３月

非製造業ＰＭＩ、カナダ２月貿易収支、カナダ３月ＩＶＥＹ購買部協会指数、８日に独

２月製造業受注指数、ユーロ圏２月生産者物価指数、９日に中国３月消費者物価指数、

中国３月生産者物価指数、スイス３月雇用統計、独２月鉱工業生産指数、独２月貿易収

支、独２月経常収支、カナダ３月雇用統計などがある。
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